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牧草と園芸　第５２巻第５号（２００４年）

　今回は昨年１２月，茨城県中央食肉公社にて開催の

第４７回茨城県肉用牛共進会に出品された，名人ユー

ザーの成績についてご紹介いたします。

１　受賞者

　この共進会では，９０頭の和牛が出品され１５頭が名

誉賞から優良賞を獲得しました。そのうち名人シ

リーズ（肉用牛肥育用配合飼料名人４号及び新名人）

ユーザーは，名誉賞，最優秀賞，優秀賞１席を含む

９頭が受賞しました（表１参照）。これで，３年連続

で名人シリーズユーザーが名誉賞を受賞した事とな

りました。

２　枝肉成績

　出品牛９０頭の内，名人シリーズユーザーは３３頭で

したが，上物率（格付４，５の割合）は，名人シリー

ズユーザーが８５％，他社飼料ユーザーが５６％でし

た。名人シリーズユーザーの枝肉成績の平均は，枝

肉重量４９２．３�，ＢＭＳ �７．８，ロース芯面積５７．４

�，枝肉単価２，１５６円，枝肉金額１，０６５，５９３円でした。

　他社飼料ユーザーと枝肉成績を比較すると，名人

シリーズユーザーの方が枝肉重量は平均で＋２６�，

ＢＭＳ �は平均で＋２．０，ロース芯面積も＋４．９�，

販売単価も平均で＋２０１円，販売金額としては平均

で約１５万円アップとなりました。
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表１　受賞者一覧

金　額単　価
ＢＭＳ �

ロース芯面積格　付枝肉重量月　齢血　　　統
賞

（円）（円／�）（�）Ａ－５（�）（月）母の父父

１，５０９，６６７２，９０６１１５６Ａ－５５１９．５３０神 高 福平 茂 勝名 誉 賞

１，２６５，８５３２，６５１１１６９Ａ－５４７７．５３１安福１６５の９福 栄最優秀賞

１，６０２，１２０２，７０４１１５５Ａ－５５９２．５３０谷 福 ６平 茂 勝優秀１席

１，３８８，２４４２，４２７１０６３Ａ－５５７２．０２９北国７の８平 茂 勝優秀２席

１，１２７，３３４２，５２２９５６Ａ－５４４７．０２７安 平平 茂 勝優秀３席

１，２３５，０３３２，３４７１１７３Ａ－５５３９．０３０糸 藤金 幸優秀４席

１，１９３，６４０２，３２０１０５５Ａ－５５１４．５２７糸 弘 ２平 茂 勝優秀５席

１，１３６，４００２，４００９５３Ａ－５４７３．５３０安福１６５の９平 茂 勝優 良 賞

１，３３５，１６５２，５０５１０５６Ａ－５５３３．０３１北国７の８平 茂 勝優 良 賞

１，１６１，９５９２，２４１９６１Ａ－５５１８．５２９紋 次 郎北国７の８優 良 賞

１，１９５，７００２，２００９５５Ａ－５５４３．５３１北国７の８平 茂 勝優 良 賞

１，１５４，３１４２，２７９１０５９Ａ－５５０６．５３０奥 茂茂 糸 波優 良 賞

１，１２２，２１０２，２００１０５５Ａ－５５０５．５３０神 高 福北国７の８優 良 賞

１，３４３，１６０２，５８３１１６９Ａ－５５２０．０３０紋 次 郎平 茂 勝優 良 賞

１，２６３，３１０２，３７０９６２Ａ－５５３３．０２９北国７の８福 栄優 良 賞

　　　：名人シリーズユーザー
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３　当社肥育用配合飼料の紹介

　一般に血統７割と言われている肥育技術の中で，

これまでの枝肉成績（表２，３参照）結果からも，

名人シリーズを給与することにより，血統以上の良

質な枝肉ができる傾向にあります。

　これは，「名人４号」及び「新名人」（表４参照）

の開発の際，「本来，牛が持っている能力を１００％発

揮させること」と「消費者が安全で本当においしい

と思える肉づくり」をコンセプトに，設計や原料の

吟味を行ったためです。そして，この名人シリーズ

を使いこなして頂く為に，技術的なフォローのため

の巡回も行っています。

　また，これらの配合飼料の特徴としては，前期と

後期に別れていないため，生産者の給餌がシンプル

（稲ワラと名人４号または新名人給与）になります。

　そして，暑熱ストレスにより採食量が低下する時

期に給与する餌として，名人５号と新名人２号があ

ります。それぞれ，嗜好性を上げるような設計をし

てあり，ビタミンＡのレベルも少し高めになってい

ます。

４　素牛導入で失敗しないために

　素牛導入により肥育する場合は，手間をかける必

要があります。というのは，全ての素牛に対してで

はないのですが，現在の素牛市場では，粗飼料の給

与量が少なく，配合飼料を多給されて，丸々と太っ

た牛が少なくないからです。こういった牛の多く

は，育成段階で筋間脂肪が厚くなっているため，

ロース芯面積が小さく，ロースの脂肪交雑も少なく

なり，枝肉の評価が下がってしまいます。また，体

格の割には内臓が発達していないため，本来，配合

飼料を食い込ませる時期に喰い止まりが起きるな

ど，スムーズな増体を期待できません。中には，配

合飼料の増給に耐え切れず，軟便や下痢を起こす場

合もあり，こうなってしまうと，増体どころか痩せ

ていってしまいます。

　これらのようなことを防止するためには，肥育を

始める前に，「飼い直し」と言った作業が必要となり

ます。飼い直しと言ってもごくシンプルなもので，

導入から約２～３ヶ月間は，余分な脂肪を落とすこ

とに専念するのです。この間の給与メニュー例とし

ては，カットした良質乾草（チモシーなどの嗜好性

の良いもの）を飽食させ，名人４号または新名人を

約１～２�／日程度給与します。これにより第１胃

が十分に発達し，スムーズな増体を期待でき，良質

な枝肉を作ることができます。

　ただ，ここで注意しなければならないのが，牛は

一頭一頭違うと言うことです。「飼い直し」をする際

は，それぞれの牛の状態を確認しながら行って下さ

い。

　これら名人シリーズによる肥育に関する技術的な

ご相談は，最寄りの営業所までご連絡下さい。

　最後になりますが，この文章を執筆するにあた

り，資料提供等のご協力を頂いた，茨城県畜産農業

協同組合連合会に対しまして，この場を借りて厚く

御礼申し上げます。

　表２　過去３大会における枝肉重量　
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　表３　過去３大会における枝肉単価

 第45回 第46回 第47回

名人シリーズ給与牛
他社飼料給与牛
全体

名人シリーズ給与牛
他社飼料給与牛
全体

表４　保証成分

ＴＤＮＣＰ

７２．０％以上１３．５％以上名人４号

７２．０％以上１３．５％以上名人５号

７３．０％以上１３．０％以上新名人

７３．０％以上１３．０％以上新名人２号


